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問

　既
に
25
年
以
上
経

過
し
て
い
る
車
輌
が
あ
り

ま
す
。

　今
後
の
車
輌
配
車
計
画

を
伺
い
ま
す
。

答

　27
年
度
で
全
て
新

型
車
輌
に
更
新
さ
れ
ま

す
。
今
後
と
も
消
防
資
材

の
整
備
に
努
め
、
住
民
の

生
命
と
財
産
を
守
る
防
災

防
火
体
制
の
充
実
強
化
に

努
め
ま
す
。

問

　各
地
域
ご
と
の
詳

細
な
防
災
マ
ッ
プ
が
必
要

と
思
い
ま
す
が
、
今
後
の

対
応
を
伺
い
ま
す
。

答

　地
域
の
状
況
に
合
っ

た
防
災
マ
ッ
プ
が
、必
要
と

考
え
て
い
ま
す
。
　
　
　

　各
自
主
防
災
会
と
調
整

を
図
り
、
住
民
と
の
協
働

で
、よ
り
身
近
な
防
災
マ
ッ

プ
の
作
成
に
努
め
ま
す
。

問

　消
防
団
員
の
高
齢

化
に
よ
る
団
員
の
不
足
が

考
え
ら
れ
ま
す
が
、
充
足

率
と
今
後
の
対
応
策
を
伺

い
ま
す
。

答

　15
年
に
消
防
団
員
数

の
充
足
の
た
め
定
年
制
を

廃
止
し
ま
し
た
。
女
性
消

防
団
員
の
任
用
や
、
役
場

職
員
で
構
成
さ
れ
る
十
一

分
団
が
設
立
さ
れ
充
足
率

は
現
在
、85
・
５
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　各
種
イ
ベ
ン
ト
で
消
防

団
員
募
集
の
チ
ラ
シ
配
布

な
ど
、
広
報
活
動
で
団
員

確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。

問

　市
制
に
向
け
て
史

跡
や
郷
土
芸
能
な
ど
有
形

無
形
の
文
化
財
や
地
域
の

宝
を
見
直
し
、
指
定
文
化

財
に
指
定
で
き
る
か
伺
い

ま
す
。

答

　本
村
に
は
指
定
文
化

財
が
、
国
・
県
・
村
を
含

め
て
21
件
あ
り
ま
す
。

　歴
史
に
培
わ
れ
た
郷
土

の
遺
産
で
あ
る
貴
重
な
文

化
財
を
後
世
に
引
き
継
ぎ
、

保
存
し
て
い
く
こ
と
が
極

め
て
重
要
と
捉
え
て
い
ま

す
。
　

　今
後
、
文
化
財
の
掘
り

起
し
に
努
め
、
価
値
が
認

め
ら
れ
継
続
性
が
図
ら
れ

る
も
の
に
つ
い
て
は
、新
た

な
指
定
文
化
財
に
向
け
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

問

　市
制
移
行
の
認
知

度
向
上
と
ス
ポ
ー
ツ
振
興

の
た
め
に
、
市
民
マ
ラ
ソ

ン
大
会
は
有
意
義
だ
と
思

う
が
、
開
催
の
考
え
を
伺

い
ま
す
。

答

　12
年
ま
で
10
年
間

﹁
チ
ャ
グ
チ
ャ
グ
馬
コ
の
里

マ
ラ
ソ
ン
大
会
﹂を
開
催

し
ま
し
た
が
、
出
場
者
の

減
少
や
交
通
安
全
対
策
の

問
題
、
主
催
者
が
撤
退
し

た
こ
と
で
や
め
ま
し
た
。

　マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
、
経

費
や
事
業
効
果
を
考
え
る

と
難
し
く
、
開
催
は
考
え

て
い
ま
せ
ん
。

岩
手
山
の
活
用
と
整
備
は

問

　岩
手
山
と
そ
の
周

辺
を
今
後
ど
の
よ
う
に
活

用
し
、
整
備
す
る
の
か
考

え
を
伺
い
ま
す
。

①
今
年
度
の
岩
手
山
の
登

山
者
数
は
。

②
山
開
き
や
休
日
に
満
車

状
態
に
な
る
馬
返
し
駐

車
場
の
整
備
は
。

③
鞍
掛
山
や
周
辺
の
里

山
、
春
子
谷
地
湿
原
、

滝
の
沢
な
ど
の
自
然
資

源
の
利
用
は
。

④
岩
手
山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー
整
備
は
。

答

　①
登
山
者
カ
ー
ド
に

よ
る
と
、
馬
返
し
登
山

口
で
約
１
４
０
０
０
人
、

八
幡
平
市
で
約
３
６
０

０
人
、
雫
石
町
で
約

５
６
０
０
人
、
合
計
約

２
３
５
０
０
人
で
す
。

②
来
年
の
山
開
き
に
は
、馬

返
し
駐
車
場
の
下
方
の

隣
接
す
る
牧
草
地
に
取

り
付
け
道
路
を
整
備
し
、

臨
時
駐
車
場
を
確
保
し

ま
す
。

③
鞍
掛
山
は
、環
境
に
配
慮

し
た
登
山
道
の
修
復
作

業
を
行
い
ま
す
。

　
　滝
の
沢
や
里
山
は
地

権
者
の
理
解
と
協
力
が

必
要
で
あ
り
、
活
用
は

困
難
で
す
。

④
網
張
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー
及
び
、
た
き
ざ
わ

自
然
情
報
セ
ン
タ
ー
と

連
携
し
、
自
然
観
光
の

振
興
を
図
り
ま
す
。

　
　岩
手
山
ビ
ジ
タ
ー
セ

ン
タ
ー
を
整
備
す
る
考

え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｉ
Ｇ
Ｒ
と
Ｊ
Ｒ
の
駅
舎
利

用
の
考
え
は

問

　様
々
な
人
が
集
ま
る

駅
舎
を
情
報
発
信
の
場
と

し
て
利
用
す
る
考
え
は
。

答

　巣
子
駅
、
滝
沢
駅
、

大
釜
駅
、
小
岩
井
駅
の
4

駅
が
あ
り
ま
す
。

　各
駅
の
実
態
に
合
っ
た

情
報
発
信
の
方
法
を
調
査

研
究
し
、利
用
者
や
地
域
、

鉄
道
業
者
と
協
議
し
検
討

し
ま
す
。

分
団
へ
の
消
防
自
動
車
の

配
車
計
画
は

２
年
後
に
は
全
て
新
型
車

輌
に
更
新
の
予
定
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　現
在
、
震
災
に
よ
る
原

発
事
故
か
ら
電
力
供
給
の

状
況
を
見
る
と
、
先
の
読

め
な
い
状
況
で
す
。

　し
か
し
、
各
家
庭
の
生

活
ス
タ
イ
ル
を
見
た
場
合

に
電
力
不
足
が
危
惧
さ
れ

ま
す
。

　今
後
、
住
民
の
節
電
意

識
の
高
揚
を
い
か
に
図
る

か
が
課
題
で
す
。

　今
年
も
異
常
気
象
に
よ

る
大
災
害
が
発
生
し
ま
し

た
。
本
村
は
、
秀
峰
岩
手

山
の
す
そ
野
に
広
が
る
大

自
然
の
財
産
を
保
有
す
る

こ
と
か
ら
、
自
然
環
境
を

愛
す
る
滝
沢
市
に
生
ま
れ

変
わ
る
た
め
、
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
活
用
す
る
事
業

の
推
進
が
必
要
で
す
。

問

　再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
事
業
の
取
り
組
み
状

況
と
具
体
的
に
検
討
し
て

い
る
事
業
は
あ
る
か
。

答

　役
場
庁
舎
に
太
陽

光
発
電
及
び
蓄
電
池
を
今

年
度
に
設
置
し
ま
す
。

　ま
た
、
27
年
度
は
、
小

学
校
２
校
と
交
流
拠
点
複

合
施
設
に
も
設
置
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

問

　再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
事
業
推
進
の
た
め
、

専
門
チ
ー
ム
を
設
置
す
る

考
え
は
。

答

　省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推

進
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
導
入
支
援
策
を
検

討
し
て
行
く
こ
と
と
し
、

他
団
体
の
事
例
を
研
究
し

な
が
ら
検
討
し
ま
す
。

問

　省
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス

テ
ム
、
各
種
発
電
シ
ス
テ

ム
を
採
用
す
る
住
民
に
対

す
る
村
独
自
の
助
成
制
度

の
考
え
は
。

答

　国
の
補
助
制
度
は

あ
り
ま
す
が
、
村
独
自
の

助
成
制
度
に
つ
い
て
、
導

入
支
援
策
と
と
も
に
今
後

研
究
し
ま
す
。

教
育
振
興
の
考
え
は

問

　地
域
及
び
通
学
途

中
の
安
全
教
育
を
ど
の
様

に
指
導
し
て
行
く
か
。

答

　毎
年
、年
度
始
め
に

警
察
等
や
保
護
者
の
皆
さ

ん
の
協
力
で
実
施
し
て
い

ま
す
。

　年
間
10
数
回
の
開
催
と

な
っ
て
い
ま
す
。

選
手
派
遣
費
用
の
対
応

は問

　各
種
大
会
へ
の
選
手

派
遣
費
用
借
置
の
迅
速
な

対
応
は
。

答

　今
年
度
は
、各
学
校

と
も
め
ざ
ま
し
い
活
躍
で

し
た
。

　小
中
文
化
体
育
連
盟
を

通
じ
て
旅
費
の
９
割
を
補

助
し
て
い
ま
す
。

　今
後
は
、
選
手
派
遣
の

時
期
と
乖
離
が
生
じ
な
い

よ
う
措
置
し
ま
す
。

問

　現
在
、４
人
に
１
人

が
認
知
症
に
な
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　高
齢
者
の
健
康
意
識
向

上
策
と
し
て
、
健
康
寿
命

に
着
目
し
た
対
策
を
取
る

た
め
、
次
の
こ
と
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

①
健
康
寿
命
の
対
策
と
状

況
は
。

②
い
き
い
き
サ
ロ
ン
の
活

か
し
方
は
。

③
産
学
官
連
携
で
認
知

症
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病

の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー

ト
の
作
成
は
。

答

　①
高
齢
者
健
康
福

祉
計
画
な
ど
の
計
画
に

基
づ
き
、
住
民
の
健
康

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
　健
康
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
で
確
認
し
た
認

知
症
の
方
は
、
23
年

度
２
３
０
人
、
24
年
度

４
７
３
人
い
ま
し
た
。

②
現
在
、
27
自
治
会
で
い

き
い
き
サ
ロ
ン
が
展
開

さ
れ
、
交
流
の
ほ
か
、

地
域
の
力
で
支
え
る
な

ど
、
こ
れ
か
ら
の
互
助

の
た
め
に
も
、
ま
す
ま

す
重
要
に
な
っ
て
い
く

と
考
え
ま
す
。

③
特
定
の
疾
病
発
見
を
目

的
と
し
た
健
康
チ
ェ
ッ

ク
シ
ー
ト
の
作
成
は
、

疾
病
の
早
期
発
見
、
早

期
受
診
の
た
め
有
益
で

す
。
今
後
、
医
療
関
係

者
、
介
護
関
係
者
、
専

門
機
関
と
相
談
し
な
が

ら
、
研
究
し
て
い
き
ま

す
。

治
水
対
策
の
考
え
は

問

　８
月
９
日
の
豪
雨
で

は
本
村
で
も
多
く
の
被
害

を
受
け
ま
し
た
。
地
球
温

暖
化
の
た
め
、
ゲ
リ
ラ
豪

雨
が
起
こ
る
な
ど
、
環
境

の
変
化
に
さ
ら
さ
れ
て
い

ま
す
。そ
こ
で
、今
後
の
治

水
対
策
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

①
大
雨
の
度
に
浸
水
な
ど

の
被
害
を
受
け
る
地
域

の
改
善
策
は
。

②
大
釜
地
区
の
土
日
ジ
ャ

ン
ボ
市
周
辺
の
浸
水
対

策
は
。

答

　①
越
前
堰
水
路
を

含
む
４
河
川
に
つ
い
て

改
修
の
対
応
や
検
討
を

し
て
い
ま
す
。

②
増
水
時
の
効
果
的
な
対

応
策
を
検
討
、
実
施
し

な
が
ら
、
今
後
、
原
因

を
詳
細
に
調
査
し
、
関

係
機
関
と
対
応
を
検
討

し
ま
す
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

事
業
の
推
進
は

庁
舎
屋
上
に
太
陽
光
発
電
を

年
度
内
に
設
置

熊谷 初男議員

しののめ会

健
康
診
断
で
確
認
し
た

認
知
症
患
者
の
人
数
は

健
康
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
で

24
年
度
4
７
３
人
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